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研究成果の概要（和文）：　心臓血管系など末梢の生理反応を用いた感情喚起の程度（反応の大きさや持続の程度）は
，基準となるベースライン（以下，BL）との差分が評価の対象となる。そのため，BLをいかに測定するかが重要となる
。本研究ではBL測定法として，雑誌の黙読（黙読法）の効果について検討した。2つの実験を通じて，黙読法が安静時
の血圧の過剰な亢進を抑制すること，主観的にはより積極的な実験参加を促すことが示された。また，感情喚起課題時
の反応にも影響を及ぼすことが見出された。実験結果より，BL測定に黙読法を用いることの有用性が示された。

研究成果の概要（英文）：In psychophysiological emotion research, it is important to pay attention to 
baseline measurement because cardiovascular reactivity and recovery are assessed by the change from 
baseline states. The purpose of this study is to investigate the effects of the silent reading technique 
(SRT) which make participants read a magazine silently at baseline period. The results showed that SRT 
decreased BP response in rest (baseline) period and BP reactivity in task period, and caused challenge 
appraisal more than the other experimental group. It is considered that SRT is effective for baseline 
measurement.

研究分野：感情心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 感情研究を行う上で，ベースライン（以下，
BL）の測定は重要な問題を含んでいる。特に，
感情の心臓血管系精神生理学研究では，課題
に対する反応性や回復性などが検討対象と
なるが，これらは BL との差分値として分析
されるため，BL 測定が実験結果に決定的な役
割を果たすことになる。BLをどのように測定
するかという問題は，当該領域の核心的問題
であるにもかかわらず，これまで等閑視され
てきた現状にあり，わが国においてはラボこ
とに手探りの状態にあるといえる。 
BL は一般に「心理的・生理的に安静な状態」
と慣例的に定義される。多くの研究では，実
験参加者に対し一定期間安静にするよう教
示を与え，その際の反応を測定するという手
段をとる。しかし，この手段では，実験参加
者は外見上安静にしているものの，内的状態
に対する統制が図られておらず，真に安静状
態であるかが不明と言わざるを得ない。そこ
で，わずかではあるが BL を操作する方法と
して，軽微な認知負荷による課題要求を利用
する方法が提案されてきた (Jennings et 
al., 1992: Piferi et al., 2000) 。しかし，
これらも (a) 特別な装置が必要となる，(b) 
課題的要素を含むため実験参加者にある種
の緊張状態をもたらす可能性がある，(c)主
観的な感情状態への影響が考慮されていな
いなどの問題が残る。先行研究を踏まえると，
(a) 特別な装置がなくとも容易に実施可能
な方法を用いる，(b) 先行研究にみられるよ
うな積極的な課題遂行ではなく，参加者の自
覚なしに自然な形で認知負荷を課す，(c) 生
理反応だけでなく主観的感情体験を測定す
るという 3点が，BL の測定法を検討するうえ
で取り組むべき課題として指摘できる。 
そこで本研究では，上記の問題を解消し，
実験室であっても自然な形で安静状態を喚
起しうると考えられる雑誌の黙読 (黙読法) 
に注目し，その効果を検証した。 
 
２．研究の目的 
本研究は，最終的に標準プロトコルの開発
を視野に入れ，簡便で信頼性の高い BL の測
定法について検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
具体的な研究課題として，(a) 軽微な認知
負荷 (黙読法) が主観的体験に及ぼす影響
の検討，(b) BL の最適な測定時間の検討，(c) 
これまでに提案されている他の測定法との
比較，(d) 黙読が課題遂行時の反応性および
課題後の回復性への影響の検討，(e) BL 測定
の標準プロトコル実施のためのマニュアル
作成という 5 つの課題を設け，2 つの実験を
実施した。 

(1) 実験 1  
上記 (a) および (b) の目的を検討する
ために実験 1を実施した。 
①実験参加者 大学生と大学院生の男女 38
名を対象とした。 
②群 黙読法群は，装置の動作確認をするた
め雑誌を黙読して待機するよう指示された。
統制群は，安静（開眼）にして待機するよう
指示された。 
③生理指標 非観血型連続血圧計 (FMS, 
Portapres) を使用して，収縮期血圧(SBP) ，
拡張期血圧(DBP) ，心拍出量(CO) および全
末梢抵抗(TPR) を測定した。1 分毎の平均を
分析に用いた。 
④心理指標 認知的評価尺度 (Tomaka et 
al., 1993：2 項目，6件法) を元に，挑戦評
価得点を求めた。主観的感情体験を測定する
ため，一般感情尺度 (小川他，2000：各 8項
目，4 件法) を用いた。また，低覚醒の否定
的感情を測定するため，城 (2009) の“倦怠”
因子 (5 項目，4件法）も用いた。 
⑤手続き 計測時間は 20 分であった。最初
に，本実験が課題 (詳細は課題直前に説明す
ると教示) 時の生理反応を測定する実験で
あると教示した。BL 測定のため，各群に見合
った自然さを装うために教示を操作した。黙
読法群には，装置の動作確認が必要なため，
雑誌を黙読して待機するよう伝えた。統制群
には，最初の 5分は動作確認のため安静にし
て待機するよう指示し，6 分目からはデータ
測定期間であることを伝えて，同じく安静に
するよう伝えた。心理指標を 5 分，8 分，20
分の時点で測定した。 
 
(2) 実験 2 
上記 (c) および (d) の目的を検討する
ため，実験 2としてネガティブ感情喚起事態
を想定した実験を行った。 
①実験参加者 大学生と大学院生の男女 46
名を対象とした。 
②課題 ネガティブ感情を喚起する目的か
ら，2 分間のスピーチ準備課題を用いた。手
時されたテーマに関して，実験参加者自身が
それに沿う内容を考えるよう指示された。 
③群 黙読法群は実験 1 と同様であった。他
に，先行研究で提案された色彩検出課題 
(Jennings et al., 1992) を実施する群が設
けられた。BL 期間中，前方モニタの色が 10
秒毎に変化し，実験参加者は指定された色が
登場する回数を数えるよう指示された。 
④生理指標 実験 1 と同様の指標を測定し，
分析法もそれに准じた。 
⑤心理指標 認知的評価尺度は実験1に準じ
た。ネガティブ感情喚起事態における主観的
感情体験を測定するため，スピーチ実験で頻
繁に使用されるあがり状態尺度 (有光・今田，



1998：12 項目，4件法) を用いた。 
⑥手続き BL 期間として 8分間，課題期間は
2 分間であった。最初に，本実験が課題 (詳
細は課題直前に説明すると教示) 時の生理
反応を測定する実験であると教示した。群ご
とに異なる操作の下でBL測定が行われた後，
1 回目の心理指標に回答した。続いて，スピ
ーチ準備課題の説明がなされ，2 分間の課題
期間が設けられた。その後に 2回目の心理指
標に回答し，実験は終了した。 
 
４．研究成果 
(1) 実験 1の結果 
 いずれの指標も，群×期間の反復測度分散
分析を実施した。生理指標について，SBP，
DBP および CO において，黙読法群が統制群よ
りも有意に低い水準を示した。また，SBP と
DBP は，時間の経過に伴いやや増加傾向を示
した (図 1) 。 
 心理指標のうち，挑戦得点が 20min におい
て，黙読法群が統制群より高い傾向を示した 
(図 2) 。主観的感情体験は，肯定的感情の交
互作用が有意となり，黙読法群は後半にやや
減少したのに対し，統制群はより早く減少し
た。否定的感情は経時的に減少し，倦怠感（低
覚醒・否定的感情）は，経時的に増加した (図
3) 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 各生理指標の経時変化 (平均) 
 
 
 
 
 
 
図 2 挑戦評価の経時変化 (平均) 
 
これらの結果より，黙読法は心臓活動を介
して，血圧の水準を抑えること，実験に対す
るより能動的 (挑戦的) な関与を促すこと，
肯定的感情の減少を遅らせることが見出さ
れた。単に安静にするよう指示される場合に
比べ，黙読法には心理的により好ましい状態
を喚起するとともに，生理的にも安静な状態
を惹起しうる効果があることが，本実験によ
り認められた。また，最適な測定時間に関し 
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図 3 主観的感情体験の経時変化 (平均) 
 
て，全ての指標の結果を踏まえると，BL は 8
分とするのが望ましいと考えられよう。 
 
 (2) 実験 2の結果 
 BL 期間では，DBP および TPR において，黙
読法群が低水準を示した。この傾向はスピー
チ準備課題期にもみられた (図 4) 。 
 心理指標は，2群に大差なかった (図 5) 。 
 

 

90

100

110

120

130

140

BL1 BL2 BL3 BL4 BL5 BL6 BL7 BL8 SP1 SP2

S
B

P
 (

m
m

H
g)

黙読法

色彩検出課題

30

40

50

60

70

BL1 BL2 BL3 BL4 BL5 BL6 BL7 BL8 SP1 SP2

DB
P

 (
m

m
H

g)

4

5

6

7

8

9

BL1 BL2 BL3 BL4 BL5 BL6 BL7 BL8 SP1 SP2

C
O
 (
l/
m
)

700

800

900

1,000

1,100

BL1 BL2 BL3 BL4 BL5 BL6 BL7 BL8 SP1 SP2

T
P
R
 (
dy
ne
-s
/c
m
5)

 
 
図 4 各生理指標の経時変化 (平均) 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 挑戦評価とあがりの経時変化 (平均) 
 
これらの結果より，黙読法は血管活動を介
して血圧の過剰亢進を抑えることが認めら
れた。また，課題中の血圧反応性にも同様の
影響が生じることが示唆された。色彩検出課
題は，視覚的ヴィジランスを要する課題であ
ることから，血管活動が相対的に亢進するの
に対し，同じく低強度の認知負荷を要する黙
読法は，そうした課題要求の影響が少ないも
のと考えられる。心理的な影響に違いはない
ものの，生理的側面から，黙読法の有用性が
観察されたといえよう。 
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(3) 全体成果と展望 
実験 1より，黙読法は従来法に比べて，心
臓活動を介して血圧の過剰亢進を抑えるこ
と，主観的にはより積極的な実験参加を促す
ことが示された。また，実験 2より，黙読法
は先行研究で提案された BL 測定法 (色彩検
出課題)に比べ，血管活動を介して血圧の過
剰亢進を抑えることが認められ，BL の水準が
課題中の反応性にも影響しうることが示唆
された。これらの成果から，BL 測定に黙読法
を用いることの有用性が見出されたといえ
よう。 
2 つの実験では，しかしながら，本研究の
検討課題の一部である回復性への影響 (d) 
が検討できず，それを受けて (e) の標準プ
ロトコルの提案に至るデータを全て採取す
ることができなかった。標準プロトコルに向
けた大半のデータが収集されたことから，追
加の実験を行い，回復性への検討を行うこと
で，黙読法による BL 測定の標準プロトコル
提案が可能であり，引き続き検討が求められ
るといえよう。 
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